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九州大学伊都キャンパス
椎木講堂 大会議室
（福岡市西区元岡７４４）

またはWebexウェビナー

プログラム
13:00～13:05 開会挨拶

IDE九州支部常務理事 園田 佳巨（九州大学理事・副学長）

13:05～13:55 講演① 「宮崎大学SPARC事業の現状と課題（仮）」
宮崎大学 副学長（教養教育・教学マネジメント担当） 白上 努 教授

13:55～14:45 講演② 「大学発＜地域共創のすすめ＞
～地域共創コーディネーター養成プログラムの10年の歩みと成果～（仮）」

東北公益文科大学大学院 公益学研究科長 武田 真理子 教授

15:00～15:45 総括・討議
パネリスト：上記講演者の通り 進行：IDE九州支部監事 小湊 卓夫（九州大学 准教授）

15:45～15:50 閉会挨拶
IDE九州支部常務理事 園田 佳巨（九州大学理事・副学長）

共催：IDE大学協会九州支部
九州大学基幹教育院
次世代型大学教育開発推進センター｜お問合せ先：

IDE大学協会九州支部事務局
E-mail：IDE-kyushu@jimu.kyushu-u.ac.jp

お
申
込
み

対象：大学教育に関心を有する方
申込期限：令和８年２月１０日（火）
https://ueii.kyushu-u.ac.jp/fdp/event/details/442
URLまたはQRコードよりアクセスし、必要事項を明記の上、お申込みください。
（定員になり次第、締め切りとさせていただきます。）
※セミナー参加用URL等の詳細につきましては、後日、参加お申込みをいただい
た方宛にご案内いたします。

日本では人口減少や少子高齢化が進み、高等教育機関にも大きな影響が及んでいます。
高等教育政策上は「地（知）の拠点整備事業」が開始されてから現在のSPARC事業に至るまで、

地域課題を解決する人材の育成に関し、多様な取り組みが展開されてきましたが、事業の継続性や地域ニー
ズの発掘、卒業生の地元定着等の課題に対する明確な解決策は示されていません。
今回は、地域課題に大学が取り組む方向性として大きく異なる二つの事例を取り上げ、大学教育の観点か

らどのように地域課題へアプローチすればよいのかを改めて考え直す場としたいと思います。

地域における大学の役割
：地方共創の発想と方法
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